
同
窓
会
会
長

眞
　
田
　
治
　
孝

駒
澤
大
学
高
等
学
校
は
本
年
開

校
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
節
目
の
年
の
去
る

五
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
役
員
総

会
に
お
き
ま
し
て
同
窓
会
の
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
五
期
生
の

眞
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
共
五
期
生
が
入
学
す
る
前
年

度
に
木
造
校
舎
が
火
災
の
た
め
半

焼
し
大
学
の
教
室
を
借
用
し
て
授

業
を
受
け
る
と
い
う
有
様
で
、
し

た
が
っ
て
生
徒
数
も
少
な
く
淋
し

い
有
様
で
し
た
。
し
か
し
教
育
陣

は
錚
々
た
る
先
生
方
で
生
徒
数
が

少
な
い
分
、
人
と
人
と
し
て
の
触

れ
合
い
が
あ
り
後
の
人
間
形
成
に

役
に
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
間
も
な
く
渋
谷
の
大
学

の
施
設
に
移
転
し
地
の
利
も
得
て

生
徒
数
も
増
え
手
狭
に
な
り
大
学

の
敷
地
内
に
新
校
舎
を
。
更
に
現

在
地
に
「
駒
澤
大
学
高
等
学
校
」

の
表
札
（
上
野
元
校
長
揮
毫
）
を

掲
げ
た
。
校
門
の
有
る
借
り
物
で

は
な
い
教
育
施
設
一
式
を
整
備
し

て
今
日
の
栄
え
あ
る
時
を
迎
え
ま

し
た
。

学
校
の
発
展
と
と
も
に
我
々
同

窓
生
も
幾
何
級
数
的
に
増
え
今
や

二
万
数
千
人
を
数
え
る
に
い
た
り

ま
し
た
。
今
回
の
開
校
六
十
周
年

記
念
に
当
り
同
窓
会
と
し
て
校
旗

と
記
念
誌
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
校
旗
は
五
十
七
年
前

に
同
窓
会
が
贈
呈
し
た
も
の
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
さ
す
が
に
色
が

褪
せ
か
か
り
母
校
の
六
十
年
の
歴

史
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
長
い
校
史
の
中
で
現
校
長

の
浦
先
生
（
十
三
期
生
）
は
同
窓

生
の
中
で
初
め
て
校
長
職
に
就
か

れ
ま
し
た
。
教
育
施
設
の
充
実
特

に
生
徒
の
安
全
の
た
め
校
舎
の
耐

震
化
を
進
め
母
校
の
た
め
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

よ
く
何
か
の
折
に
我
々
同
窓
会

と
栴
檀
会
（
保
護
者
の
会
）、
一
如

会
（
高
卒
者
の
保
護
者
の
会
）
を

学
校
を
支
え
る
三
本
の
柱
と
例
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
栴
檀
会
の
会
長

は
白
鳥
正
志
氏
（
二
十
三
期
生
）

一
如
会
の
会
長
は
鳥
澤
俊
寛
氏

（
三
期
生
）
同
窓
会
は
眞
田
（
五
期

生
）
と
三
本
の
柱
が
全
部
卒
業
生

で
揃
い
ま
し
た
。

そ
し
て
校
長
先
生
に
浦
　
敏
之

氏
（
十
三
期
生
）
を
迎
え
こ
こ
に

強
い
絆
で
結
ば
れ
た
協
力
体
制
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。そ

の
一
翼
を
同
窓
会
が
担
う
為

に
も
同
窓
生
が
互
い
に
連
携
を
強

め
活
性
化
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
未
熟
で

は
あ
り
ま
す
が
任
期
二
年
同
窓
会

の
為
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
に
は
同
窓
生
諸
氏
の
ご
協

力
ご
指
導
が
な
く
て
は
成
し
得
ま

せ
ん
。

何
か
と
ご
教
示
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
八
期
）
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会
　
　
長

眞
田
　
治
孝
（
5
期
）

副
会
長

濱
田
　
好
晃
（
8
期
）

宮
田
　
利
徳
（
15
期
）

高
木
　
恒
一
（
16
期
）

庶
　
　
務

原
　
　
正
男
（
1
期
）

久
保
田
昌
希
（
18
期
）

荒
井
　
伸
夫
（
20
期
）

米
山
　
正
行
（
26
期
）

馬
場
　
元
司
（
31
期
）

井
上
　
誠
二
（
33
期
）

村
松
　
哲
文
（
36
期
）

田
中
　
大
輔
（
46
期
）

加
藤
　
寛
隆
（
47
期
）

大
澤
美
由
紀
（
48
期
）

亀
田
　
雄
人
（
50
期
）

木
村
　
紀
子
（
52
期
）

会
　
　
計

妻
倉
　
由
明
（
16
期
）

戸
田
　
光
信
（
43
期
）

大
石
　
智
子
（
事
務
）

会
計
監
査

高
木
　
正
博
（
15
期
）

吉
野
　
信
行
（
28
期
）

名
誉
会
長

田
上
　
太
秀
（
4
期
）

相
談
役

秋
山
　
彰
三
（
1
期
）

大
谷
　
康
憲
（
3
期
）

特
別
顧
問

浦
　
　
敏
之
（
校
長
・
13
期
）

顧
　
　
問

鈴
木
　
貞
雄
（
教
頭
）

澤
口
　
洋
一
（
事
務
長
）

貫
井
　
　
洋
（
総
務
部
長
）

井
上
　
保
宏
（
教
務
部
長
）

宮
　
　
健
二
（
校
友
会
主
任

・
16
期
）

常
任
幹
事

市
川
道
太
郎
（
1
期
）

菅
原
　
信
昭
（
2
期
）

坂
井
　
　
茂
（
4
期
）

清
水
　
俊
一
（
7
期
）

吉
沢
　
道
雄
（
10
期
）

渡
辺
　
幸
一
（
16
期
）

石
渡
　
　
進
（
17
期
）

前
田
　
光
俊
（
18
期
）

岡
弘
　
清
孝
（
18
期
）

丹
野
　
滋
夫
（
20
期
）

辻
　
　
克
治
（
21
期
）

山
根
　
真
一
（
23
期
）

栗
山
　
和
美
（
24
期
）

小
林
　
正
行
（
27
期
）

宮
沢
　
新
一
（
29
期
）

野
口
　
直
正
（
30
期
）

北
見
　
英
之
（
32
期
）

松
本
　
盛
一
（
33
期
）

田
中
　
秀
一
（
34
期
）

相
宮
　
　
潤
（
35
期
）

石
原
　
　
透
（
36
期
）

川
端
　
健
介
（
38
期
）

岡
本
　
勝
男
（
39
期
）

羽
場
　
敬
仁
（
40
期
）

山
口
　
　
拓
（
41
期
）

成
田
　
義
孝
（
42
期
）

安
仲
　
　
聡
（
43
期
）

行
廣
　
　
剛
（
44
期
）

佐
藤
　
　
衛
（
45
期
）

塩
津
　
順
平
（
46
期
）

井
上
　
智
晴
（
47
期
）

菅
谷
　
正
和
（
49
期
）

上
原
　
圭
太
（
50
期
）

石
井
　
瑞
希
（
51
期
）

村
　
真
理
子
（
53
期
）

武
島
　
実
佳
（
54
期
）

齋
藤
　
典
明
（
55
期
）

太
田
　
育
郁
（
56
期
）

二
杉
　
洋
香
（
57
期
）

森
下
　
優
香
（
58
期
）

幹
　
　
事

三
五
七
名

（
58
期
）

角
谷
　
祐
紀
（
A
組
）

石
黒
　
　
潤
（
B
組
）

青
木
　
杏
里
（
B
組
）

橋
本
　
瑛
大
（
C
組
）

田
原
快
男
児
（
E
組
）

岡
田
　
和
海
（
F
組
）

阿
部
　
翔
太
（
G
組
）

若
林
　
由
樹
（
H
組
）

佐
野
　
翔
平
（
I
組
）

森
本
　
　
顕
（
J
組
）

水
越
　
朝
巴
（
K
組
）

永
井
　
優
子
（
L
組
）

戸
木
　
祐
司
（
L
組
）

伊
藤
　
健
治
（
M
組
）

大
槻
茉
里
奈
（
N
組
）

「
同
窓
新
報
」
編
集
委
員
会

委
員
長

荒
井
　
伸
夫
（
20
期
）

委
　
　
員

原
　
　
正
男
（
1
期
）

真
田
　
治
孝
（
5
期
）

妻
倉
　
由
明
（
16
期
）

高
木
　
恒
一
（
16
期
）

日
吉
　
明
廣
（
19
期
）

馬
場
　
元
司
（
31
期
）

石
川
美
由
紀
（
48
期
）

石
井
　
瑞
希
（
51
期
）

木
村
　
紀
子
（
52
期
）

村
　
真
理
子
（
53
期
）

平
成
20
年
度

役員総会・田上前会長　挨拶

60
周
年
記
念
事
業

グ
ラ
ン
ド
改
修
工
事
（
人
工
芝
）
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四
十
八
期
C
組

大
　
澤
（
石
川
）
美
由
紀

私
は
二
○
○
七
年
六
月
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
イ
チ
ロ
ー

選
手
が
所
属
す
る
マ
リ
ナ
ー
ズ
の

本
拠
地
シ
ア
ト
ル
か
ら
南
東
へ
、

小
型
飛
行
機
で
は
四
十
五
分
、
車

だ
と
三
時
間
半
の
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド

と
言
う
所
で
す
。

ま
さ
か
海
外
で
生
活
す
る
と

は
、
数
年
前
の
私
は
予
想
も
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
活
ど
こ
ろ

か
、
海
外
旅
行
に
も
行
っ
た
経
験

も
無
く
、
国
際
線
に
乗
る
の
も
今

回
が
初
め
て
で
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
周
り
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
言
葉
が
英
語
ば
か
り
で
新
鮮

で
し
た
。

生
活
の
基
盤
が
整
う
ま
で
は
、

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
や
、
常
識

の
違
い
も
あ
り
、
驚
き
の
連
続
で

し
た
。
渡
米
し
て
か
ら
早
一
年
、

今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
、
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、

食
べ
物
や
飲
み
物
。
飲
食
店
で
の

盛
り
付
け
が
多
い
だ
け
で
は
な

く
、
売
ら
れ
て
い
る
サ
イ
ズ
も
特

大
で
す
。
肉
の
一
パ
ッ
ク
も
業
務

用
か
の
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
で
、
タ

ー
キ
ー
や
チ
キ
ン
も
当
た
り
前
の

よ
う
に
丸
ご
と
売
ら
れ
て
い
ま

す
。
牛
乳
も
一
ガ
ロ
ン
（
三
・
七

八
L
）
入
り
を
見
た
と
き
、
あ
ま

り
の
重
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
渡
米
前
に
心
配
し
て
い
た
日

本
食
材
で
す
が
、
予
想
し
て
い
た

よ
り
、
一
般
的
な
ス
ー
パ
ー
で
出

回
っ
て
い
ま
す
。
醤
油
は
も
ち
ろ

ん
、
豆
腐
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
系
の

ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば
、
納
豆
や
乾

燥
わ
か
め
ま
で
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル

シ
ー
フ
ー
ド
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
予

想
よ
り
遥
か
に
手
軽
に
食
材
や
調

味
料
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
た
ま

に
は
「
本
当
の
」
和
食
が
恋
し
く

な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
に
来
て
暫
く
の
間
は
、

友
達
も
知
り
合
い
も
ほ
と
ん
ど
い

な
い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
同
じ
ア
パ

ー
ト
で
友
達
が
で
き
、
つ
た
な
い

英
会
話
な
が
ら
お
喋
り
し
た
り
、

ラ
ン
チ
や
買
い
物
へ
一
緒
に
出
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
に
日
本
語
ク
ラ
ス
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
日
本
人
の
先
生

や
ク
ラ
ス
の
学
生
と
接
す
る
機
会

も
あ
り
ま
す
。
交
友
関
係
が
広
が

る
だ
け
で
な
く
、
英
会
話
の
練
習

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
日

本
文
化
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い

て
、
中
に
は
か
な
り
日
本
語
を
理

解
で
き
、
す
ら
す
ら
話
せ
る
人
も

い
ま
す
。
普
段
か
ら
積
極
的
に
学

ん
で
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
、

感
心
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
日
本
の
ア
イ
ド
ル

や
ド
ラ
マ
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
学
生
も
い
て
、
話
題
も

豊
富
で
面
白
い
で
す
。

一
年
の
間
に
、
色
々
な
年
中
行

事
も
体
験
で
き
ま
し
た
。
七
月
四

日
の
独
立
記
念
日
に
は
、
昼
間
か

ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
家
族

や
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
の
ん

び
り
過
ご
す
人
々
で
、
公
園
は
大

賑
わ
い
で
し
た
。
夜
十
時
（
日
照

時
間
が
長
く
日
が
沈
ま
な
い
た

め
）
か
ら
花
火
を
交
え
た
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・

ラ
ン
タ
ン
（
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
を

く
り
ぬ
い
て
作
る
提
灯
み
た
い
な

も
の
）
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
家
々

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
と
て
も
凝

っ
て
い
ま
し
た
。
巨
大
な
魔
女
の

人
形
や
、
地
面
か
ら
這
出
て
来
そ

う
な
ゾ
ン
ビ
、
そ
し
て
時
に
は
可

愛
ら
し
い
の
も
あ
り
、
散
歩
し
て

周
る
だ
け
で
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
に
は
当

然
の
よ
う
に
、
丸
ご
と
の
タ
ー
キ

ー
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
ど
こ
の

家
庭
で
も
大
き
な
オ
ー
ブ
ン
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
ど
こ
の
家
も

綺
麗
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
な

さ
れ
、
本
物
の
も
み
の
木
を
室
内

に
飾
る
よ
う
で
、
驚
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
日
本
の
よ
う
に
大

晦
日
・
三
箇
日
と
い
う
感
覚
は
無

く
、
年
末
年
始
は
元
旦
の
み
休
日

で
す
。
一
年
通
し
て
み
て
も
、
意

外
な
こ
と
に
日
本
の
方
が
休
日
祝

日
が
多
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、

こ
ち
ら
の
方
が
早
い
時
間
に
帰
宅

し
、
家
族
で
過
ご
す
時
間
を
大
切

に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

子
供
の
送
り
迎
え
も
両
親
の
大
切

な
役
割
で
あ
り
、
た
と
え
平
日
の

学
外
活
動
の
場
で
も
、
親
が
子
供

に
付
き
添
い
、
様
子
を
見
守
っ
て

い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

日
本
か
ら
離
れ
、
他
国
の
文
化

や
人
々
、
生
活
に
直
接
触
れ
る
こ

と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
、
と

て
も
大
き
な
経
験
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
離
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
見
え
な
か
っ
た
日
本
の
姿
に
気

づ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
異
な

る
文
化
や
習
慣
を
持
つ
様
々
な
人

種
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
の

国
で
は
、
相
手
に
悟
っ
て
も
ら
う

の
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
を
言

葉
に
し
て
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
な
の
だ
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
あ
と
ど
の
く
ら
い
、

こ
の
土
地
で
暮
ら
す
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活

を
満
喫
し
、
よ
り
一
層
成
長
し
て

帰
国
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Seeing
is
believing

は
真
実
で

す
ね
。

スーハー禅誕生
34期D組　伊　藤　　　淳

三
期
　
島
　
田
　
寿
　
三

青
空
う
れ
し
（
本
名
・
島
田
寿
三
・
三
期
卒
業
生
）
氏
が
長
い

芸
能
界
の
中
で
の
思
い
出
話
を
綴
っ
た
本
を
出
版
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
購
読
を
。

（中外日報より）
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教
諭
　
樋
　
渡
　
俊
　
光

高
校
が
用
賀
に
新
し
く
建
て
ら

れ
た
、
四
十
二
年
前
に
、
私
は
こ

の
学
び
舎
に
奉
職
し
、
今
日
退
職

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
四
十
二
年

間
、
毎
日
が
本
当
に
と
て
も
充
実

し
た
、
楽
し
い
年
月
で
し
た
。
そ

れ
は
多
く
の
よ
き
学
生
に
出
会

い
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
巡
り

会
え
、
そ
の
時
に
、
私
の
知
ら
ざ

る
こ
と
を
数
多
く
学
べ
た
か
ら
で

す
。
学
こ
と
が
私
の
一
番
の
喜
び

で
し
た
。

私
が
教
員
と
し
て
勤
め
た
、
最

初
の
校
長
は
、
上
野
慧
賢
先
生
で

し
た
。
先
生
が
い
つ
も
会
議
で
お

っ
し
ゃ
っ
て
た
言
葉
は「
先
生
方
、

自
分
の
専
門
科
目
は
徹
底
的
に
勉

強
し
て
く
だ
さ
い
。
生
徒
は
自
然

に
、
先
生
方
を
尊
敬
し
、
つ
い
て

来
る
も
の
で
す
。」
こ
の
言
葉
を
、

私
な
り
に
実
践
で
き
た
こ
と
が
、

教
師
生
活
が
充
実
し
た
ゆ
え
ん
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
は
、

講
堂
で
生
徒
に
話
さ
れ
る
時
、
よ

く
諺
を
引
き
合
い
に
だ
し
て
、
話

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
な
か

の
一
つ
に
「
大
象
は
兎
径
に
遊
ば

ず
」
と
ゆ
う
諺
で
し
た
。
こ
の
言

葉
も
私
に
と
っ
て
、
今
日
の
私
を

形
成
す
る
う
え
で
重
要
で
、
意
味

あ
る
言
葉
で
し
た
。

次
に
、
私
のE

nglish
speak-

ing
ability

と
国
際
人
と
し
て
の
、

英
語
教
師
の
資
質
を
向
上
さ
せ
て

く
れ
た
の
は
、
か
つ
て
の
英
語
部

顧
問
で
あ
っ
た

C
arl
K
eneth

Sm
ith

先
生
、R

od
C
ase

先
生

（
現：

C
entral

W
ashington

U
niversity

体
育
学
部
教
授
）、

T
im
othy

W
right

先
生
（
大
妻

女
子
大
学
教
授
）、A

n
th
on
y

Fenton
先
生
（
現：

英
会
話
講

師
）
の
先
生
方
で
あ
る
。

Sm
ith

先
生
と
は
一
九
八
二
年

に
全
国
私
学
教
育
研
修
会
で
、
こ

れ
か
ら
の
英
語
の
授
業
の
や
り
方

と
し
て
、
二
人
でm

odel
授
業

を
行
い
、
そ
の
結
果
一
九
八
三
年

〜
一
九
九
三
年
ま
で
日
本
私
学
教

育
研
究
所
英
語
科
研
究
副
委
員
長

と
し
て
日
本
の
私
学
の
英
語
教
育

に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
こ
と

は
、
私
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

Rod

先
生
と
は
、
我
が
校
の
ア
メ

リ
カ
研
修
セ
ミ
ナ
ー
を

B
ellu-

view
C
om
m
unity

C
ollege

で
行

っ
た
と
き
に
知
り
合
い
、そ
の
後
、

彼
と
と
も
に
セ
ミ
ナ
ー
はC

ent-
ralW

ashington

大
学
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
九

三
年
に
彼
の
紹
介
で
、C

entral
W
ashington

大
学
の
外
国
語
学

部
の
客
員
教
授
と
し
て
、
半
年
間

学
生
に
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
英

語
で
授
業
で
き
た
こ
と
は
、
私
の

英
語
に
た
い
す
る
自
信
と
な
り
ま

し
た
。
又

T
im
othy

先
生
や

Fenton

先
生
に
は
私
が
論
文
等

を
書
く
と
き
に
、
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
も
え
ば
、
四
十
二
年
間
は
諸

先
生
方
の
協
力
を
得
て
、
あ
っ
と

ゆ
う
ま
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
週
三
日
間
駒
澤
大
学
で

教
鞭
を
と
り
ま
す
が
、
今
ま
で
ど

お
り
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

（
英
語
科
・
昭
和
四
十
一
年
四
月

〜
平
成
二
十
年
三
月
退
職
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
諭
　
津
　
留
　
義
　
広

開
校
六
十
周
年
を
迎
え
、
衷
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
四
十
二
年
、
本
校
に

英
科
の
教
員
と
し
て
奉
職
し
て
か

ら
四
十
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今

年
の
三
月
末
を
も
っ
て
一
身
上
の

都
合
で
退
職
し
ま
し
た
。

三
月
の
卒
業
式
は
、
言
わ
ば
三

年
生
の
花
道
で
あ
り
ま
す
。
式
の

終
わ
り
で
校
歌
斉
唱
し
て
い
る
瞬

間
に
、
三
年
生
と
私
は
立
場
は
異

な
っ
て
も
、
校
歌
に
心
情
的
共
感

を
覚
え
、
そ
の
魂
と
意
義
を
認
識

し
ま
し
た
。

校
歌
は
時
空
を
超
え
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
同
胞
の
証
と
な
り
、

人
生
を
支
え
る
心
の
拠
り
所
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

在
職
中
に
、
時
は
昭
和
か
ら
平

成
へ
、
西
暦
一
千
年
代
か
ら
二
千

年
代
へ
と
移
り
ま
し
た
。
ま
た
新

校
舎
が
建
設
さ
れ
、
男
女
共
学
と

な
り
、
部
活
動
で
は
野
球
部
の
甲

子
園
初
勝
利
な
ど
数
々
の
活
躍
が

あ
り
、
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

今
、
外
に
出
て
本
校
の
存
在
を

考
え
る
と
見
方
も
多
少
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
例
え
ば
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
駒
澤
と
い
う
表
現
を
見

つ
け
る
と
懐
し
く
な
り
、
同
窓
生

や
在
校
生
に
対
し
、「
頑
張
れ
！
」

と
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。

今
日
ま
で
の
私
の
人
生
に
お
い

て
、
そ
の
大
半
を
過
ご
し
た
本
校

は
か
っ
て
の
勤
務
先
と
い
う
よ

り
、
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
と
思

え
ま
す
。

私
は
熊
本
の
肥
後
も
っ
こ
す
ゆ

え
に
、
無
骨
な
生
き
方
し
か
で
き

ず
、
在
職
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
良
き
教
職

員
、
生
徒
に
囲
ま
れ
、
本
当
に
楽

し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
深

く
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
健
闘
を
祈

念
し
、
開
校
六
十
周
年
の
慶
事
を

機
に
、
同
窓
会
並
び
に
本
校
の
更

な
る
発
展
を
期
待
し
て
、
惜
別
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
英
語
科
・
昭
和
四
十
二
年

四
月
〜
平
成
二
十
年
三
月
退
職
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
諭
　
横
　
山
　
　
　
汪

昭
和
四
十
五
年
に
奉
職
、
今
春

自
己
都
合
で
退
職
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
ア
ッ
と
い
う
間
の
三
十
八

年
。
あ
わ
せ
て
、
私
が
こ
の
六
十

年
間
に
出
会
え
た
人
々
は
み
な
菩

薩
様
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い

る
。
以
下
に
在
職
中
の
事
ど
も
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

十
八
歳
の
春
、
駒
澤
大
学
歴
史

学
科
入
学
。
信
州
の
山
奥
か
ら
の

ぽ
っ
と
出
が
、
花
の
大
東
京
の
人

波
と
喧
噪
に
と
ぎ
ま
ぎ
・
あ
た
ふ

た
の
四
年
間
。
そ
ん
な
色
が
抜
け

ぬ
ま
ま
、
仏
恩
あ
っ
て
の
駒
大
高

校
就
職
と
は
な
っ
た
も
の
の
初
年

度
は
散
々
で
あ
っ
た
。
し
ま
ら
ぬ

授
業
の
時
間
中
に
弁
当
箱
の
音
が

ガ
チ
ャ
リ
。
休
み
時
間
中
廊
下
に

た
む
ろ
す
る
モ
サ
連
中
の
な
か
か

ら
ボ
ッ
と
あ
が
っ
た
ラ
イ
タ
ー
の

姿
を
見
と
が
め
、「
コ
ラ
ー
ッ
」

と
駆
け
寄
っ
た
が
生
徒
た
ち
の
お

と
ぼ
け
に
歯
が
立
た
ず
な
ど
、
大

い
に
な
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
一

事
が
万
事
、
意
気
消
沈
の
体
で
あ

っ
た
が
、
諸
先
生
の
励
ま
し
で
気

力
を
取
り
戻
し
た
。

蓼
喰
う
虫
も
好
き
ず
き
。
こ
ん

な
頼
り
な
い
教
員
を
良
し
と
し
て

く
れ
た
、
最
初
の
教
え
子
の
A
君

に
仲
人
を
指
名
さ
れ
た
。
披
露
宴

で
は
新
郎
よ
り
若
く
み
え
る
仲
人

を
前
に
、
主
賓
か
ら
、「
互
い
の

年
齢
が
近
い
の
は
、
よ
り
長
い
付

き
合
い
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
喜

ば
し
い
」と
の
祝
辞
を
た
ま
わ
り
、

A
君
と
の
親
交
は
今
日
に
続
い
て

い
る
。

奉
職
以
来
、
担
当
し
た
世
界
史

を
と
お
し
、
歴
史
を
学
ぶ
目
的
は

「
温
故
知
新
」。
し
か
し
、
人
間
は

こ
り
ず
戦
争
を
く
り
か
え
す
「
歴

史
に
学
ば
ぬ
愚
か
者
」。
ま
た

「
歴
史
は
知
的
好
奇
心
の
宝
庫
」

で
あ
る
と
も
説
い
た
。
二
十
二
年

前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

を
き
っ
か
け
に
、
新
聞
記
事
を
紹

介
す
る
資
料
を
配
布
し
、
歴
史
の

『
露
頭
』
で
あ
る
新
聞
活
用
を
う

な
が
し
た
。
こ
の
一
〇
年
来
駒
大

高
祭
で
展
示
し
た
生
徒
諸
君
の
作

品
を
ふ
く
む
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

や
各
種
記
事
は
、
朝
日
・
東
京
・

日
経
・
毎
日
・
読
売
の
五
紙
購
読

の
成
果
だ
。
私
の
知
識
の
大
半
は

新
聞
か
ら
得
た
。
だ
か
ら
現
在
の

二
紙
購
読
が
な
ん
と
な
く
心
も
と

な
い
。

男
子
校
時
代
は
、
な
が
く
環
境

係
と
し
て
生
徒
諸
君
と
学
校
美
化

に
つ
と
め
た
。
上
出
来
の
有
川
友

弘
先
生
撮
影
の
写
真
入
り
ト
イ
レ

清
掃
手
順
表
の
作
成
。
雑
誌
『
世

界
画
報
』
の
取
材
を
受
け
た
教
室

床
の
ワ
ッ
ク
ス
か
け
は
、
一
週
間

か
か
っ
た
作
業
を
、
全
校
あ
げ
て

の
協
力
と
機
材
の
充
実
な
ど
も
あ

っ
て
、
最
後
は
一
日
で
三
十
三
教

室
を
完
了
す
る
と
こ
ろ
ま
で
環
境

委
員
た
ち
が
進
化
さ
せ
た
。
磨
き

上
げ
ら
れ
た
床
面
に
成
果
は
一
目

瞭
然
。「
行
学
一
如
」
の
実
践
に

は
最
適
な
活
動
だ
が
、
共
学
化
と

と
も
に
こ
の
二
つ
の
活
動
は
業
者

に
委
託
さ
れ
た
。

校
外
行
事
の
係
と
し
て
多
く
の

経
験
を
つ
ん
だ
。
林
間
学
校
は
会

場
が
長
野
県
信
濃
町
に
固
定
さ
れ

て
久
し
く
、
《
駒
大
高
校
い
や
し

の
森
》
の
開
設
を
機
に
環
境
教
育

の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。
四
十
年

間
の
修
学
旅
行
は
広
島
・
長
崎
・

沖
縄
か
ら
ひ
と
つ
を
コ
ー
ス
に
お

り
こ
ん
だ
、
平
和
学
習
の
伝
統
堅

持
を
念
じ
て
い
る
。

奉
職
当
初
、
本
校
部
活
動
の
象

徴
＝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
激
し
い

ス
パ
ル
タ
式
活
動
と
の
出
会
い

は
、
部
活
は
好
き
な
も
の
が
集
ま

っ
て
勝
手
に
や
り
、
顧
問
は
試
合

の
付
き
添
い
と
心
得
て
い
た
私
に

は
驚
き
で
は
あ
っ
た
が
、
強
く
影

響
さ
れ
た
。
新
人
教
員
は
必
ず
部

活
動
を
指
導
す
べ
し
と
し
て
、
卓

球
部
顧
問
を
拝
命
し
た
。

以
後
、「
ミ
ス
を
す
る
な
！
」

「
勝
て
！
」
な
ど
と
、
ど
素
人
顧

問
の
無
謀
指
導
で
部
員
諸
君
が
難

渋
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
間

の
戦
績
は
、
私
中
高
協
会
第
八
支

部
と
仏
教
主
義
学
校
大
会
で
は
ほ

ぼ
首
位
を
維
持
し
た
も
の
の
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
代
表
は
中
溝
暢
生
君

た
だ
一
人
。
関
東
大
会
の
団
体
は

新
人
大
会
を
ふ
く
め
六
回
、
シ
ン

グ
ル
ス
は
五
名
の
出
場
に
と
ど
ま

っ
た
。
顧
問
の
指
導
力
の
不
足
に

じ
く
じ
た
る
思
い
で
あ
る
。

指
導
者
は
「
あ
あ
せ
い
、
こ
う

せ
い
」
で
は
な
く
、「
な
ぜ
そ
う

な
っ
た
の
か
」を
的
確
に
指
摘
し
、

進
歩
の
方
法
を
示
唆
す
る
こ
と
だ

と
思
い
至
っ
た
の
は
退
職
直
前

だ
。
と
は
い
え
長
く
東
京
都
の
ベ

ス
ト
8
前
後
の
位
置
を
維
持
し
て

く
れ
た
部
員
諸
君
の
精
進
に
感
服

す
る
ば
か
り
だ
。

我
が
校
に
は
斯
界
の
名
人
・
達

人
の
先
生
が
多
く
、
校
務
の
か
た

わ
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
種
々
楽
し

ま
せ
て
い
だ
い
た
、
陸
上
競
技
・

書
道
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ス

キ
ー
・
水
泳
・
剣
道
な
ど
、
子
供

の
こ
ろ
の
見
果
て
ぬ
夢
の
実
現
で

も
あ
っ
た
。

こ
と
に
三
十
三
歳
か
ら
は
じ
め

た
剣
道
は
朝
内
賢
光
先
生
の
ご
指

導
で
六
段
に
進
み
、
七
段
受
審
の

資
格
を
得
る
に
至
っ
た
。
生
涯
精

進
で
あ
る
。

老
親
た
ち
の
介
護
の
ま
っ
と
う

と
平
行
さ
せ
な
が
ら
、
私
が
第
一

の
も
く
ろ
み
と
す
る
の
は
、
古
来

老
人
に
大
人
気
の
、
い
わ
ゆ
る
P

P
K
（
元
気
に
生
き
て
コ
ロ
リ
と

死
ぬ
）
で
あ
る
。
そ
の
手
立
て
は
、

ソ
バ
打
ち
職
人
へ
の
転
身
と
自
活

で
あ
る
、
実
現
へ
の
五
カ
年
計
画

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
五
日
付

け
毎
日
新
聞
の
万
能
川
柳
に
あ
っ

た
。「

足
向
け
て
寝
ら
れ
ぬ
人
が
八

方
に
」
の
一
句
は
痛
切
だ
。
無
数

の
菩
薩
様
に
導
か
れ
六
十
年
間
を

思
え
ば
、
唯
々
感
謝
あ
る
の
み
で

あ
る
。
地
域
に
愛
さ
れ
、
卒
業
生

の
ご
家
族
様
ご
一
党
に
代
々
選
ば

れ
る
学
校
と
し
て
発
展
さ
れ
ん
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

合
掌

（
社
会
科
・
昭
和
四
十
五
年
四
月

〜
平
成
二
十
年
三
月
退
職
）
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（ 5） 平成21年 3 月 1 日　発行

教
諭
　
日
　
吉
　
明
　
廣

今
年
は
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」

と
い
う
こ
と
で
様
々
な
企
画
が
催

さ
れ
、
ま
た
予
定
さ
れ
て
い
る
。

私
は
そ
の
呼
び
か
け
に
積
極
的

に
踊．
ら
さ
れ
、
胸
躍．
ら
せ
て
大
い

に
楽
し
ん
で
い
る
。
紫
式
部
邸
宅

址
と
い
わ
れ
て
い
る
廬
山
寺
を
皮

切
り
に
宇
治
に
あ
る
〈
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〉
を
再
訪
、
葵
祭

を
見
物
す
る
機
会
に
も
巡
り
合
っ

た
。
京
都
文
化
博
物
館
で
開
催
さ

れ
て
い
た
そ
の
名
も
〈
源
氏
物
語

千
年
紀
展
〉
で
は
め
っ
た
に
目
に

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な
貴

重
な
品
々
を
目
の
当
た
り
に
し
て

楽
し
ん
で
き
た
。
八
月
三
十
日
か

ら
は
横
浜
美
術
館
に
て
〈
源
氏
物

語
の
一
〇
〇
〇
年
〉
展
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
を
は

じ
め
と
し
た
古
典
の
世
界
に
こ
れ

ほ
ど
ま
で
自
分
が
魅
了
さ
れ
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

好
き
な
日
本
文
学
の
道
に
進
ん

だ
大
学
で
は
あ
っ
た
が
、
古
典
の

世
界
に
は
馴
染
め
ず
面
白
い
と
思

う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
教
員
に
な

っ
て
か
ら
も
最
初
は
四
苦
八
苦
し

て
臨
ん
だ
授
業
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
自
分
が
面
白
い
と
思
わ
な
い

も
の
を
ど
う
し
て
生
徒
た
ち
に
面

白
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
必
死
に
生
徒
た
ち
と
一

緒
に
学
ん
で
い
く
中
で
、
次
第
に

そ
の
魅
力
、
面
白
さ
に
と
ら
え
ら

れ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
か
ら
平
成
二
十

年
三
月
ま
で
の
教
員
生
活
三
十
四

年
間
、
自
分
の
一
番
好
き
な
こ
と

面
白
い
と
思
う
こ
と
を
仕
事
と
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
思
う
。
国

語
の
教
員
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

担
任
と
し
て
も
数
多
く
の
若
者
た

ち
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

ま
で
出
会
っ
た
生
徒
の
一
人
一
人

と
の
出
合
い
が
あ
っ
て
こ
そ
今
の

自
分
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
自
分

に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
財
産

に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
確
か
な
こ

と
で
あ
る
。

自
分
は
教
員
に
は
向
か
な
い
の

で
は
な
い
か
、
悩
み
、
挫
け
そ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん

な
時
、
力
を
与
え
て
く
れ
た
の
は

生
徒
た
ち
の
存
在
だ
っ
た
。喜
び
、

怒
り
、
哀
し
み
、
楽
し
み
、
様
々

な
思
い
の
中
で
一
人
一
人
と
ぶ
つ

か
り
合
う
こ
と
で
生
か
さ
れ
て
き

た
。
そ
れ
が
楽
し
か
っ
た
。
充
実

し
た
教
員
生
活
だ
っ
た
と
つ
く
づ

く
思
う
。
卒
業
し
て
い
っ
た
生
徒

諸
君
、
一
人
一
人
に
感
謝
し
て
い

る
。何

か
機
会
が
あ
る
度
に
書
い
て

き
た
自
分
の
思
い
が
あ
る
。「
人

生
五
十
年
」、
ず
っ
と
そ
う
思
い

続
け
て
き
た
。
そ
の
五
十
年
を
大

幅
に
過
ぎ
、
自
分
を
振
り
返
っ
た

時
、
や
り
残
し
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
長
い

年
月
、
授
業
を
展
開
す
る
た
め
に

学
ん
で
い
く
過
程
で
、
も
っ
と
知

り
た
い
と
思
う
こ
と
、
そ
し
て
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
日
々
は
限
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
思
う
と
や
は

り
〈
人
生
は
一
度
〉
そ
う
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
勝

手
、
我
が
儘
な
選
択
か
も
し
れ
な

い
が
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
、
や

り
残
し
た
こ
と
に
費
や
す
時
間
が

あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
遺
さ
れ
た
人
生
、
自
分
で
も

ど
こ
ま
で
つ
き
進
め
る
か
は
わ
か

ら
な
い
。
で
も
、
人
の
一
生
が
、

夢
を
、
果
た
せ
な
か
っ
た
思
い
を

追
い
続
け
け
る
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
た
と
え
か
な
え
ら
れ
な
く
と

も
突
き
進
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
、

自
分
の
人
生
で
は
な
い
か
と
思

う
。私

は
ま
だ
旅
の
途
中
…
…
！

今
ま
で
様
々
な
形
で
接
し
て
き

た
卒
業
生
諸
君
、
そ
し
て
教
職
員

の
方
々
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

っ
た
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
皆

さ
ん
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。

（
写
真
　
京
都
廬
山
寺
に
て
）

（
国
語
科
・
昭
和
四
十
九
年
四
月

〜
平
成
十
九
年
三
月
退
職
）

現在使用している校旗が 50 年近く経ち傷みがひ

どくなりましたので母校の開校 60 周年に際し新し

い校旗を寄贈することにしました。

そもそも同窓会活動が始まるきっかけが、ある日

一期生が当時教頭だった上野慧賢先生から学校に校

旗が無い事を聞きそれでは同窓会から贈ろうではな

いかと言う事になり、昭和 34 年 5 月 31 日第一回同

窓会総会を開催校旗の寄贈が決定され同年 7 月 6 日

渋谷校舎にて同窓会主催校旗贈呈式を行い同年 11

月 1 日開校記念式典にて校旗の入魂・樹立式を行い

ました。

この度、開校 60 周年式典にて新しい校旗を贈呈

することができ当時の事を思い感慨深いものがあり

ます。

毎月一回第二土曜日に本校坐禅堂を開放し、一般の方々、保護者を対象とした坐禅会を

実施します。平成２１年度は以下の日程で行います。

姿勢を調え、呼吸を調え、心を調えて、ご一緒に坐ってみませんか。

心静かで豊かな気持ちを思いおこしましょう。

初めての方には坐り方をお教えいたします。

４月１１日・５月９日・６月１３日・７月１１日・９月１２日・１０月１０日

１１月１４日・１２月１２日・１月９日・２月１３日･３月１３日

いずれも１１時～１２時です。

◎ご参加いただく場合のご注意

・ご来校の際は警備室にお立ち寄りのうえ玄関ロビー受付前の第一応接室までお越し

ください。坐禅堂（本館屋上階）までご案内いたします。

・楽な服装でお越しください。足を組んでいただきますので、トレーニングウェア・

スラックス・ロングスカートなどをご用意いただくと坐りやすいと存じます。

・坐禅は素足で行ないますので、靴下は脱ぎやすいものが便利です。

・８月は行事の関係上、実施しません。

※なお、有志の生徒を対象とした坐禅会を毎週月曜日の朝７時４５分から開催していま

す。お時間が許せばご参加いただくことは可能です。

日程は宗教科・鈴木までお問い合わせください。

【駒澤大学高等学校　世田谷区上用賀１－１７－１２　電話０３－３７００－６１３１】

E-mail : suzukisu@komazawa.net 宗教科　　鈴木　純行



平
成
十
八
年
一
月
か
ら
平
成
二

十
年
三
月
末
ま
で
に
納
入
さ
れ
た

方
々
で
す
。
今
回
も
複
数
年
度
分

納
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
詳
細
は
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

〔
一
期
〕
佐
藤
園
枝
・
桑
木
幹

男
・
吉
田
吉
恵
・
萩
原
良
昭
・
前

尚
史
・
野
澤
孝
佳
・
中
山
重
雄
・

河
野
純
香
・
原
正
男
・
野
中
寛

一
・
吉
富
勝
一
・
水
島
貞
夫

〔
二
期
〕
石
井
清
繁
・
茂
林
道
龍

〔
三
期
〕
前
川
豊
・
橋
本
信
義
・

島
田
寿
三
・
森
有
美

〔
四
期
〕
谷
口
武
・
田
上
太
秀
・

渡
辺
忠

〔
五
期
〕
高
畠
宗
光
・
井
坂
郁

男
・
眞
田
治
孝

〔
六
期
〕
堀
秀
男

〔
七
期
〕
檜
阪
劭
・
桑
山
信
晃
・

中
森
昶
會

〔
八
期
〕

〔
九
期
〕
滝
沢
昌
哲
・
加
藤
泰

通
・
高
村
仁
・
田
中
敬
一
・
柳
原

義
光

〔
十
期
〕
越
水
正
明
・
向
井
三

陽
・
徳
山
康
二
・
関
根
正
晴

〔
十
一
期
〕
日
南
田
義
一
・
杉
山

孝
・
中
野
東
禅
・
美
原
清
・
坂
本

信
昭
・
立
松
敬
三

〔
十
二
期
〕
林
一
義
・
瀧
村
和

雄
・
佐
久
間
召
一
郎
・
武
田
旗

夫
・
納
谷
僚
一
・
金
牧
敏
文
・
田

中
恒
之

〔
十
三
期
〕
石
田
充
法
・
和
田
修

道
・
志
治
孝
昭
・
表
勝
昭
・
田
中

忠
夫
・
堤
崇
・
瀧
見
俊
之
・
成
田

忠
志

〔
十
四
期
〕
大
澤
安
幸
・
諸
岡
泰

寿
・
金
子
護
・
大
澤
重
靖

〔
十
五
期
〕
松
山
克
雄
・
河
村
不

二
雄
・
菅
沼
つ
と
む
・
小
林
仁
・

小
野
義
晴
・
清
野
幸
俊
・
宮
田
利

徳
・
前
田
雅
信
・
安
藤
英
二
・
池

口
忠
信

〔
十
六
期
〕
松
坂
朝
生
・
加
藤
祥

司
・
犬
塚
高
明
・
松
尾
泰
英
・
操

優
一
・
塩
坂
宏
・
渡
辺
幸
一
・
松

本
博
道
・
馬
場
敏
雄
・
矢
部
信
雄

〔
十
七
期
〕
安
本
哲
夫
・
野
村
利

明
・
浮
島
敏
男
・
戸
沢
一
男
・
横

田
登
・
盛
田
昇
・
佐
藤
泰
道
・
矢

島
岩
雄
・
向
井
功
・
向
笠
滋

〔
十
八
期
〕
前
田
隆
司
・
山
崎
敬

三
・
神
田
孝
・
坂
田
勝
夫
・
秋
成

知
道
・
多
田
豊

〔
十
九
期
）
岩
佐
善
公
・
三
浦
信

孝
・
野
田
義
宣
・
岡
部
博
文
・

佐
々
木
俊
道
・
持
田
文
雄
・
青
蔭

文
雄
・
渡
辺
英
二
・
加
藤
秀
宣

〔
二
十
期
〕
大
塚
一
徳
・
法
雨

浩
・
小
林
正
治
・
星
野
隆
光
・
貫

江
博
之

〔
二
十
一
期
〕
伊
藤
茂
・
野
田
素

裕
・
中
野
重
孝
・
臼
倉
新
治
郎
・

森
島
洋
平
・
中
井
典
雄
・
神
山
雅

夫〔
二
十
二
期
〕
柴
田
晃
伸
・
酒
井

保
行
・
福
尾
修
・
山
崎
猛
・
高
橋

正
之
・
新
崎
和
文
・
横
川
孝
夫
・

白
髭
新
一
・
深
谷
吉
裕
・
小
林
正

男〔
二
十
三
期
〕
鈴
木
真
・
田
中
隆

道
・
伊
藤
良
一
・
森
下
晃
州
・
飯

塚
明
彦
・
高
野
英
光
・
白
鳥
正
志

〔
二
十
四
期
〕
中
川
宙
・
野
本

斉
・
岩
井
義
道
・
森
吉
仁
・
岡
田

竹
春
・
志
田
英
郎
・
岩
城
知
一

〔
二
十
五
期
〕
大
瀧
祐
賢
・
高
村

輝
久
・
渡
会
元
紹
・
黒
川
仁
・
田

口
正
延
・
浜
崎
保
春

〔
二
十
六
期
〕
星
康
則
・
山
崎
日

出
俊
・
宮
路
典
行
・
尾
澤
克
広
・

小
林
均
・
小
山
善
之
・
早
坂
不
二

男
・
守
田
憲
光
・
・
吉
水
禅
雄
・

米
山
正
行

〔
二
十
七
期
〕
横
山
和
弘
・
田
崎

博
識
・
過
外
章
道
・
椎
本
邦
一
・

横
井
広
之
・
鈴
木
英
太
郎
・
由
良

一
洋
・
岡
田
正
勝
・
山
岸
寛
治
・

白
浜
勇
二
・
上
條
晴
久
・
大
塚

勉
・
田
辺
悟
・
依
田
隆
之

〔
二
十
八
期
〕
三
島
信
雄
・
野
原

正
恵
・
青
木
宏
始
・
萩
原
弘
・
北

原
徹
・
井
上
国
彦

〔
二
十
九
期
〕
飯
島
秀
剛
・
菊
地

茂
雄
・
小
林
敏
夫
・
川
上
條
詮

〔
三
十
期
〕
篠
原
浩
一
・
鈴
木
久

人
・
小
野
瀬
康
行
・
島
田
伸
一

郎
・
須
賀
秀
幸
・
佐
藤
純
一
・
北

井
敏
英
・
長
瀬
惠
則

〔
三
十
一
期
〕
矢
口
敦
弘

〔
三
十
二
期
〕
村
岸
年
延
・
前
田

幸
樹
・
藤
崎
達
也
・
遠
藤
広
一
・

大
崎
光
弘
・
網
野
正
徳
・
藤
田
浩

彦
・
伊
藤
竜
一

〔
三
十
三
期
〕
近
藤
邦
茂
・
井
上

誠
二
・
加
地
保
弘
・
今
川
光
広
・

富
澤
憲
司
・
今
井
誠
司
・
伊
藤
裕

章
・
二
橋
英
之
・
酒
井
清
孝

〔
三
十
四
期
〕
葛
西
好
雄

〔
三
十
五
期
〕
吉
田
正
幸
・
村
上

健
・
須
藤
昭

〔
三
十
六
期
〕
大
永
岳
典
・
内
藤

賢
二
・
千
葉
坦
自
・
阿
部
道
彦

〔
三
十
七
期
〕
奥
島
信
明
・
佐
田

圭
穂
・
猪
俣
恭
幸
・
内
田
祐
生
・

池
野
道
明
・
中
野
勉

〔
三
十
八
期
〕

〔
三
十
九
期
〕
花
輪
直
樹
・
小
木

剛
・
志
村
哲
・
岡
田
実
智
稿
・
坂

本
隆
行
・
照
井
清

〔
四
十
期
〕
阿
彦
尚
志
・
羽
場
敬

仁
・
高
橋
淳
史
・
高
橋
浩
一
・
葛

西
功

〔
四
十
一
期
〕
原
田
寿
一
・
松
本

一
郎

〔
四
十
二
期
〕
小
柳
智
海
・
五
味

伸
浩

〔
四
十
三
期
〕
野
村
利
和
・
佐
藤

宏
俊
・
田
島
寛
之

〔
四
十
四
期
〕
山
下
大
・
久
野
昭

紀〔
四
十
五
期
〕
市
原
英
典
・
横
山

勇
・
遊
城
充
可

〔
四
十
六
期
〕
白
石
勇
樹
・
越
山

正
観
・
坪
井
良
樹
・
後
藤
正
年

〔
四
十
七
期
〕
荒
木
裕
介
・
中
沢

大
輔
・
立
川
玄
倫
・
木
村
修
・
関

口
幸
久

〔
四
十
八
期
〕
市
原
武
史
・
大
村

慎
太
郎
・
牧
野
高
子
・
長
山
靖
・

伊
藤
秀
真
・
神
山
絵
美

〔
四
十
九
期
〕
加
藤
道
賢
・
沼
田

尚
之

〔
五
十
期
〕
荒
木
美
佳
・
花
山
智

憲
・
笹
川
貴
広

〔
五
十
一
期
〕
大
村
俊
二
・
立
川

正
倫
・
坂
田
英
明
・
佐
々
木
正
俊

〔
五
十
二
期
〕
菅
原
朋
哉
・
光
田

杏
奈
・
白
数
達
朗
・
横
尾
友
子
・

熊
谷
綾
・
佐
藤
雅
徳

〔
五
十
三
期
〕
遠
藤
義
範
・
星
井

裕
之
・
杉
原
靖

〔
五
十
四
期
〕
石
田
昌
也
・
富
田

洋
平
・
小
梅
雅
由
・
杉
原
英
憲
・

小
俣
慎
司
・
安
斎
佳
典
・
佐
藤
義

透
・
北
原
一
彦
・
森
山
和
之
・
長

牛
雄
介

〔
五
十
五
期
〕
伊
東
潔
・
石
井
祐

貴
・
水
島
康
邦
・
澤
田
学
・
齋
藤

新
作
・
佐
々
木
隆
俊
・
神
山
祐

二
・
新
渡
戸
隆
道
・
長
谷
川
恭
平

〔
五
十
六
期
〕
伊
藤
太
陽
・
斎
藤

彬
文
・
小
澤
竜
真
・
岩
立
麻
友

〔
五
十
七
期
〕
北
原
亮
太
・
長
岡

徹
・
田
中
雄
也
・
古
郡
直
・
横
山

直
人
・
荒
井
伸
一
・
佐
野
宏
斗
・

佐
藤
隆
法
・
吉
成
暁
生

寄
付
金
納
入
者

〔
一
期
〕
野
澤
孝
佳

〔
十
三
期
〕
石
田
充
法

〔
十
五
期
〕
松
山
克
雄

〔
二
十
三
期
〕
伊
藤
良
一

〔
三
十
三
期
〕
加
地
保
弘
・
富
澤

憲
司

〔
三
十
五
期
〕
吉
田
正
幸

〔
四
十
一
期
〕
松
本
一
郎

〔
四
十
八
期
〕
牧
野
高
子

旧
職
員
（
敬
称
略
）

旧
職
員
の
方
か
ら
も
寄
付
を
頂

戴
致
し
ま
し
た
。

川
俣
陽
太
郎
・
後
藤
啓
道
・
神

谷
麻
俊

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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春
、
真
新
し
い
学
生
服
に
身
を

包
ん
だ
新
入
生
た
ち
。
毎
年
同
じ

光
景
が
繰
り
返
さ
れ
、
微
笑
ま
し

い
。
私
自
身
、
そ
の
時
期
を
通
過

し
た
記
憶
が
あ
る
。
ぶ
か
ぶ
か
の

学
生
服
に
金
色
の
ボ
タ
ン
。
白
と

黒
の
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
た
帽
子
。

テ
カ
テ
カ
の
学
生
か
ば
ん
。
腕
に

は
初
め
て
身
に
着
け
た
時
計
。
考

え
て
み
る
と
一
度
に
身
の
回
り
が

全
て
新
品
。
夢
の
よ
う
な
時
期
だ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
、
こ
こ

ま
で
来
る
と
真
新
し
い
事
は
そ
う

無
い
。
最
期
は
棺
桶
が
真
新
し
い

事
位
か
。
ま
だ
、
早
い
が
。
学
生

時
代
、
そ
の
時
し
た
く
て
も
出
来

な
か
っ
た
事
を
今
や
ろ
う
と
し
て

出
来
て
も
何
か
違
う
。
で
も
、
忘

れ
て
い
た
ら
そ
れ
を
思
い
起
こ
せ

ば
簡
単
に
そ
の
時
と
同
じ
思
い
に

な
る
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
自
分
の
中

で
も
『
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
』。

金
も
使
わ
ず
、
気
分
は
上
々
、
お

ま
け
に
身
体
も
動
け
ば
『
後
期
高

齢
者
医
療
』
に
も
打
ち
勝
つ
毎
日

が
送
れ
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
力

は
、
や
は
り
気
持
ち
。
相
撲
の

『
心
技
体
』
と
言
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
最
初
の
一
字
、『
心
』
が

後
の
二
文
字
を
引
き
寄
せ
て
合
体

し
て
い
ま
す
。
心
に
引
き
継
が
れ

る
言
葉
の
中
に
こ
れ
か
ら
生
き
抜

く
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

（
あ
ら
い
）

◆
剣
道
部
男
子

○

東
京
都
高
等
学
校
秋
季
剣
道
大

会
男
子
団
体
優
勝

26
年
ぶ
り
4
回
目
！

○

全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会

三
年
J
組
　
舩
迫
太
貴

男
子
個
人
の
部
出
場

○

国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技

三
年
J
組
　
舩
迫
太
貴

少
年
男
子
の
部
東
京
都
代
表

○

関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

男
子
団
体
出
場

男
子
個
人
出
場

三
年
J
組
　
舩
迫
太
貴

◆
剣
道
部
女
子

○

関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

女
子
団
体
出
場

○

玉
竜
旗
高
校
剣
道
大
会

二
年
F
組
　
佐
藤
有
紗

五
人
抜
き
敢
闘
賞
受
賞

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

◆
陸
上
競
技
部

○

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

三
年
L
組
　
飯
塚
篤
之

や
り
投
げ
八
位
記
録
61
m
31

○

関
東
大
会

三
年
L
組
　
飯
塚
篤
之

や
り
投
げ
五
位

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

○

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

初
戦
敗
退

二
年
I
組
　
信
田
隼
人

二
年
E
組
　
山
本
悠
介

○

関
東
大
会

団
体
　
二
回
線
敗
退

個
人
　
ベ
ス
ト
32

二
年
C
組
　
上
岡
大
樹

三
年
J
組
　
伊
藤
　
理

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

◆
吹
奏
楽
部

○

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予

選
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞


